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「風土の現代的意義　日本的自然観との関わりから」
東京農工大学　亀山純生
　東日本大震災は命の尊い犠牲をi重し、自然との関わり方を改めて現代人に問うとともに、復興の方
向を巡・って風t．力意義を照射するよろに思う　私は、環境倫理から風一Lの意義を提ロrei，　L－．：きたが、さ
らに現代の“　　　　　　］　　　，、改めて己目きれる地域再主にtt，、風「』は章要な意義をもつとξ
える　そLて風．｛ら一＼復権1’には焦生理念の有効化と、　lrイ・的、　h然観の再評価：り迂真要と思う　こ
れりを紹介L4〈シンホペの提起とLたし・
　環境倫理と風」二・1990年代に欧米発：環境倫理学一がrr本に導人されたが、その自然中心主義と
ノ＼間中心主義の二項対肯図式が批判され「関わり、が強調された　国際的にもその欧米じ導の「書遍
主義1が批判され、ローカゾズムが登場した他方では、環境保護運動の現場から、環境倫理学の人’抽
象性吋㌦態度工義が批判され、問題解決の方向を示す規範としての無力が言われた　現場の疑問は総
括的に言えば、社会による自然の歴史的変容の限度は何か、であった　これらの要請に応えうるコン
セプトが、地域の自然と人間、歴史と文化を・体として含む風ヒである　私は和辻哲郎の風一ヒ概念を
批判的に継承し、風十の構造的3契機に注日して、　層構造の風士的環境倫理規範を提案している
　　”人間の危機“と厘U：－1970年代“近代しり達成一1以来、人間疎外の深刻化が言われてきたが、今
世紀には自己不在・他者喪失・生命力衰弱など’‘人間の危機”の様相を呈Lている　その核心は“孤
べ化にあり、その広がりは“引きこもり”に象徴される　深刻なのは、“孤ノご化克服のカギとし
て社会が異口同音に最重視する“ノ、との関オニ）り”が抑圧化し、忌避されることであり、III本社二会はつ＼
間の危機”のデススハイラル構造に陥っている　そこからの脱出は、人間関係白体の拝1しつけ〔まし
て自已責任論や自己確立強要）でなく、自然と関わる中で自ずと醸成される人との関わりによろ他は
ない．それは何より、ノ、々か共同で自然と関わる風上（のライフスタ右いの中でこそ違成される
　地域再生と風土：環境危機も人間の危機も生活過程での自然やヒ地との切断から生じた　二つの危
機は同時解決を不日∫避とするが、それは地域再生に収敏する（地方も都市も）．その際、風・llをコン
セプトとすべきことが多様な地域再生論から照射されている．
　共生と∫日本的b自然観、だが現代では風土は消滅しつっあり、特に都市では改めて再生すべき日
標となる　その実現には何より現代ノ、に定着した共生理念の活性化が重要である．共生理念は人間と
自然の共生、人間と人間の共生を相互媒介的な契機とするが、それを具現する場が風士だからv二の
活性化には‘‘人間と自然の共生”の語の定着のテコとなった〈日本の伝統〉的自然観の再評価も重要
である　その点で、共生理念提唱を自負した黒川紀章が華厳思想の影響を言うのは興味深い、、だが、
今日氾濫する共生の語は問題の情緒的拡散との批判もなお多く、伝統的自然観も単なる賛美は同じ批
判を免れない、
　重要なのは、どんな問題の解決への参照点になるかの具体的明示である　その際、自然観を何より
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自然への実践的態度の表現、自然との関わり一の「身体的構え」の次元で見る必要がある、この観点
から観念や思想に注目すると共に、それが歴史的生活過程でどう機能したかを見ることも重要である、
例えば、中世の民衆生活で仏教の「山川草木悉有仏性」論は、不殺生戒として自然保護の意義ととも
に、逆にそれを空洞化し自然開発を正当化する二面性をもっていた、このことは、現代の共生理念に
も示唆を与えないだろうか，
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主な内容
　環境倫理と風土一一一風土の現代的意義（その誇
2．風土と1ま何か一一一現代に必要な風土の概念と構造
3’‘人間の危機”と風土一一一一嵐土の現代的意義（その21，
4．共全理念とく日本的〉自然観
　一一一共生の異現の壌、共生理念のモデルとしての風土
参考文献
亀山梼焦S繊土と環境倫隠』大月蓄店、
「東業穿鳩然観の寄与1「尾期他撮ぎ共生の授旗1漬木嘉住）、
彫関・鵠山他煽r縷と院生の患憩、川農紘親計江捉の集山諭文・勇2鑛各論文
　　　　環境倫理と風土一一一環境愉理になぜ慮土が必勤・
　　　　　　　は；環境保護の理念の歴史から
］，，efivirommental　ethicspa入による日本の環境倫理学
　自然＝・ee生、自然保護＝不介入鍮への選和感
　対立的欧米自然観批判と融和的な日本的自然戟礼賛も空疎
　b－〉人間と自然の共生講ヘ…・地域の里山などのイメージ
・2：環境保護理念をめぐる2者択一論の不毛さ
　　自然中心∋義か人間中心圭義か．
　　　自然のf内蚕飽額纏J、自然1灘織の権尭擢）有無…・、
　　→→人間と自然の“関わバの現場に注目→→地域の個性
日クローバリズム批判・ローカリズム重撹の国際的傾向
　　妥協のr持続可能な闇発（発展）」論与ダ‘内発的発展“論
　　　地域の現案の自然と候性｛自然・社会・歴史・文化‘に焦点
一〉→→地域の風土への注目
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人間と白然の共生と持続可能な可能性を求めて～「風土．のLらベカら～
　（2）自然保護運動の現場の疑問から
　　　　一一一一一既成の環境繍理学で応答できず
③漁師が主張するf自然の権利」は“ごまかじ’？
　　　　→→増域の自然との伝鍵的蘭わし」・文化の繰護
禽「ありふれた自然」保護の理由は？　　cf．ig少種
　　　　・・〉・－5住目…σ）茎己婚一力、｛ナbCえのなさ
f3画一的緑化や自然のf絵画化jで自然保護？
　　どこでもケヤキの街路、立ち入り禁止の公翻・ii卜海
　　　　→一〉地嬢の巨然全〈ネとめ諺和・人閲の身煤的蘭わり
4担い手なき自然再生で、自然保護？　霞湯再まフロジェ？ト
　　　　→→窪熱俣護と地域再生の不可分一一地壕の腐性の発旦
・餐自然保護をめぐる「地域」間対立
　　　　・〉・舜弓救ボ培域」を縷える地峡とは　・・州自熱Z蘭わる範藻、流戚）
6景観諭争など地域内対立から合意は？
　　　　　　一一一土地の歴皇・屑性・風楕への注自
　　→今地域の風土への注目
　　（3）環境倫理にとって風土の意義（まとめ）
i，”人間と自然の共生”理念のモデルとしての風土
　理念の宏着も内実塑確化が諜題→共生孝土会システム学会
　　1共生；ノ、蘭と自然δ）相互依写」モテルは重山｛：→一）di土
　共生理念定着の基盤の”一本人の自然観”も風土の記惰から
2自然変容の限度還墳翻蟻範の手がかりとしての風土
　］〉生物的生存条件の限度、e有害物基準．だけでOK？
　2ノ地域「注民の意志の尊童だけでC）Kつ
．☆地域内の合意の共通基盤としての風土
　　　　意箆〉》‘裏観絵争などの収束点～〈してのゴ土±り’）しさ「
4環境倫理の主体＝“地域“の手がかりとしての風±
　　　　自然濠護に　恒孜枠を超きた’炬域帥→白頻綾・生活域
　地域の焦性◆アイデンティティの集豹点一一一風土
　　　→→地域再生のコンセプトとしての風±
　　　　　　　　2，風±とはなにか
　　　　　　n　＞rtw土」のあいまいさと定義の必要
「風tjの定着とイメージの雑多さ・あいまいさ
　気候風土1自然条件、土地、地形、土質・…｝、風土病、風土食、
　風土産業、風土文化、民俗風土、歴史風土、精神風土、文化愚土、
慈難鍵聾縫馨瑠鍵〕建璽土堰噺の賦
→環境倫理の風±注目や風土の保全に何の麓味？
　　cf風土＝自然条件に限定〉自然科学者など｝
　　　→今風土＝肥料づけ・汚染土壌、酸性雨？
★風土＝好ましい自然（文化的自然）
風土のなつかしい響きも
　　　：羅騒景、ふるさと、土の香り…）
風土の総合的理解と風土概念の再構築
の必要　　　　酷和辻哲郎の騒土概念
?
???
?
　　〈2）和辻の風土概念のポイント
さ＼風土は文化・自然の一体的全体
㍉⊆のfある土地の気候、気象、地質．地味、地形、景観」
　　簗：　「文芸、葵術、宗教、風習などあらゆる人間鑑活の表現」
　　　∋→風土の多様なイメージを含みつつr二と地」に収敷
2：風土は人間存在そのもの
　ma　tiの本質：r人間存在の型」・
　　　　　　　　±地の人間の「自己7解の仕方」
→一〉自然も単に外的環境でなく、人間（のありかた）を表現
　　　　　文化的自然（啓棚勘から、「寒さ」、「台風］まiで
　　　　　・〉一〉においも、音（海の声、製の饗き・…も
★和辻はハイデッガー流解釈学から。だが唯識の影響も？
★問題点も
　風土の3類型．モンスーン型棄アジア〕、砂漠製坤菓1、牧場型＼樫輻
　日本単一の風土（一）ナシ1ナリズム’自然の独立を認めない…・
（3）改めて風土とは何か
㊦風土は地域の且然とコζ血．　一体的空間
　風土の核心は土地における人間と自然の関わり
　一一一人々の共周による関わり、地域共有の蘭わり方
　　　　　人の蘭わりを映す自然、
　　　　　自然との蘭わりを映す共問関係1社会）・共債σ〉文北
②風土は、過去の営みを今に映す地域の歴史的空間
　　空闇の時閲的共有性一一一世代間倫理への展繋
　cf風土の伝統二歴史的嚢化と継承のバランス点¢保守・復古
　　　→→バランス点二風土のおもむ1苦方薗性）
3風±は空間・行為に現れる地域共有の「人閲のありかた」
★風土とはLl　123．の全体としての±tWlegしandscheft
風土：ある地理的空間（地域）において、人々の共同によ
　　　る、生活的自然との関わりの全体。
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「ユコ・フィロソフィ」研究～’川．6別冊シンポジウム・講演会・セミナー編
3風土は空間・行為に現れる地域共有のf人間のありかた
　　cf．　Lff代の写ム＝内面｛自我・自己意え議戸の発想の逆転、
1i人間の｝fteqnyr±exisUp．fen＝外に出るex－Sfstere．
　人蘭二人の間間柄　　　　　湘辻ハイデッガーから三
cf．フォイエルバッハー一一人間と露然の区別と梧亙聞係の授点
　・人蘭はまるごと身体的存在で、自然に｛衣存
　・主語（人間）の真実態は述語（どこで何をしたか）
　・人間が必然的に関わる対象は、人間の対象的本質
　・人間は「我と汝の絞一」＝共筒関係あっての私・纒人
　　　9．↓
2㍊蠕譜獣隅盤㍗套ξ露翌3霧警あ熟
一〉一風±は地域の人々のアイデンテイテイ．
　風±保全の意義風土を知る＝d自分たち’を知る
（4）風±の構造一一前近代のモデルから
環境倫理が基準とする嵐土のポイントは何か？
　保全・再生すべき廊土の要藥は何か？
そもそも閲土が成り立
つ3つの最低条件
嵐土の3契機1不可欠
要裏
ﾄ生“の根本要素
（1）風土の3契機　　　’＼
　　　　　　∫　　㌔，　、
　　　　　　　　　　　　㌔
汕c（特にc｝がなければ、．．
　地域に自然や文化・社
　塗iがあっても風土はな
い・　　　　　「玩，
　→→風土的環境倫理
．??
風土なき現代の人間自然関係　支配隈壕
近代化・生活の文明化が問題
でない、「
悶題は、都市墾消蓑のライフ
スタイルの全面漫透
生活と土地・自然との切断
近代文明社会における人階と
自然の切断と、自然支配
人間し個人）と自然の変籏
㌶触餐o
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人間と自然の共生と持続可能tg　・∫能性を求めて～「風．ヒ」のしらべから～
風土再生による人間一自然の関係＝共生
　3契磯基準に風土’の蟹；の有無
　大都市に風土なし？
　地方では？
ア録・自然あつても竺活ヨ熱なければ毘ゴ
　なし
　竺活巨黙あつても、裁嗣堺係な．口〔iま
　蓬土彰し
ウ　共飼黎琉・共套文化あっ〔毛身休的鷺
　わりなければ風土なし 瀬乙
（5）三層の風土的環境倫理
（丁根本：三つの風土的蟹境倫理の公理
V地蟻の自然に生溝的自然がなくてはならない
2）自然との関わりに共同関係がなくてはならないtt
繋縫賭蜘鞠躍讃Ψ籾と・1臓随縫鰍蟻
乏．九つの風土的自然の原理
欝彊籍璽義㌶纏警紐』雑鑛鱗ミ譲聖凱
3‘三つの騒土性の原則・
地域の開発・保全は風土↑生を逸§爵してはならない、
　風土性風土のおもむき1纏・赴き・面向き・方向性1
　　　　　基本要鰺生態的傾向・歴史的傾向
　　　　　　　　　　　　　　詳紹は亀山‖慢墳嫡理と風土》
3．“人間の危機”と風土
（10深刻化する人間疎外
　ギスギスした競争社会、カネの支配、
　人間のアト化・不安、人間力の疲弊
（2）絶望的な倫理融解・モラルハt
　他者感覚の不在、自己の希簿化
　身体次元での生命感の喪失
　・・〉他者に迷惑かけるな、人を毅すな1
★倫理道徳の原点（“人闘力”）の
　　＝“人間｛そのもの）の危機“
　　　　核心は人間の’‘孤人”化
　　　　　　　タ非杜会牝」・無纏社索・
（3）“人閲の危機”のデススバイラル構造の現代
孤人化tタの拡大・潜行
　玉970年代後の特徴；非社会化1欄創社会ヵを蕎てる蛯ぼ新書
　若者澄狩歳「引きこもり」増加．2。1暗総理甫、覇日新醐・〆
　　　「引きこもり」フOS．XCI．8鎗、予備軍ユ50万人（4鶴
三墨のデススバイラル
①“弧人”克服のカギの人の閣わりの抑圧化’忌避の悪循環
　　関係「ex友だち浬視もt’みんな1まっぢ’一ま“．ざし地獄”
ご2、“孤人化”で現状満足の悪循環一一一一疎esの窮極的完成
　　20代フ0％、高校生93渓豊泉淫者のための桂会鞠はるか書擁
．31，”孤人化”の再生産過程の悪循環
　　社会の中堅・親世代の“孤人化“う→次世代は？？
→都市型ライフスタイルでの“孤人化”克服の絶望
（4▽孤人化”（人間の危機）克服のポイント
1　’，自然との鑛わりが生む“生きる力”の注自
　　自然｛本験、農叢体羨、農山村留学
2，・自然との閲わりが含む暗黙の作法の慧味
　　→→風土のモラルへの注目
　　　　　±箆・自然〈の作議、他癒への作法、
　　　　　共筒の作法などoセント
　・一〉』ウ蘭わりの中で自ずと身体に渥め込ま
　　　れる他者懸覚・生命懸
3）“孤人化“ゆえの自然志向がテコ
　特に“麓’寸が含む転成的欲※仁濃転裾成
風土の暮らしで疎外’“人間の危機”克服
穫憩鯨嚢の慧義とセットで風土の文明転換的意義
4．鼓生理念と日本的自然観
（1）風土再生（実現）のエンジンは共生理念
　　鳳土は、人間と人間の共生づ、聞と自然の共生をセットで異現
　　共生理念の国民的定着一一一共生の追求は風土へ
★実践的規範としての「人間と自然の共生」理念・・
　相互額存性．人間とt5然iま互いに生かし、
13
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人間と自然の共生理念の留意占
’1共生すべき自然＝眼前の生命圏システム泊然史的自然
　　of人間が白然］二敏存で、自然が人鞠：絃存とは傲籏つ
　　　　一一一巨大ゲ蒙鯵俊で、限勘の生姦鐡シスiムは人蒙に彰響
2自然との共生は、自然とのコミュニケーション関係でこそ。
　治熱との套王ぱ非靱字的な擬人観つラ巨然をそのまま主汰～こみる、exサル掌
3、共生すべき自然の二重性と
　入れ子構造
　　★共生の橿手としての窪然
　　★共生の場としての窪然
→全熔的自然へ騒土を理め込み
／“入れ辛構造で地域・懲土から
　グ：一バルへ連帯
?
（3）改めで‘日本的∀’自然観とはcf。
　　　　　　留竜1日va「伝縦’の意鎌要検激繁衆な∫基簿文イ剴論の危猿
、了自然観＝9然への態度瞼励自然への身体的構え軒敏雄
　　→伝絞肘馨馨・観意は、憤題餌決にごんなヒントか「参娘点紋慰報｝
　　　　曉任に“庄きる’1観念は、竺：涜｛易程てどんな機電か’イデオ［碑L舵意義，
2瑚えぱ生命手等思憩、だが、中世鍵衆の生活世界では二面性
　　　r山川草木悉有仏性」一〉自然も入懇ぐ車穿に礫ム可能塗懸彊の潟㊤
A殺生禁断＝自然聞発・勤物殺傷の禁止
　特に仏法領・ミt園で民衆の開拓・猟・漁禁止仏反迂の農霧の菱地獄
　　ぐ三x法領でL草淵まtムの荘賠、麟蜘恒ムの第子、山｝5仏のピ是・膓地垂泌説
8自然の欝々・聾物の成仏譲で殺隻・自然開発の正当化仏法領て
　・㊨傷・騨発されることは．蜜然獅赴物臼爵の礒仏行捨身の奮施ρ
　・弧の楕ぴとな巻こ、trは、殺傷する人閉、慈人謬）罪縫磁、兜⑳自跨め註辻后
でぱ無意妹つ一→殺生は普遥的目約のため，私墓のための濫用
（4）共生理念の深化のためl
l共生理念嬬，の背饅の‘‘日本的自然観”の発掘と現代化
　自然とのコ三ユニケーシaン的関係の深化
　　生活生業の自然蝋拍5）貌潟情臨をよむ．山の身になる…
　　　　　φnミnニケーシ∋ン燥係と秘学的認識の勢係の殼訟
　生活過程での生命平等主義の二面性の意義の深化
　　て起、cもつたいない1、’手入討▲の思縁…・
　薄れつつある“嵐土の記簿’°のよぴさまし
26本思想から参照点の発掘
　　　　　　　　　cf藤欧、その燈の思想からの参照点発擦ごども、
　　・一一一一いかなる闘題の解決方向を照射するか？
　　共生理念における華灘・天台本鍵
　　自然観と世界への構え｛唯縦など…
　　★環境破劇こ「恩会わせた▲市民の籔任と「函縁果」の論理
質問49　勤植物も人間と
　　　　　筒じ生き物
　肯定学生7］9k、‡±会人65％
　否完寧生4暫　社会人11％
??、、ー，「???、、???
」???
??、?ー??
??
　質問30動物虐待・草花を
　　　踏みにじるは許せない
肯定、学生86％．社会人32％
否定学生3％　社会人40％
，⑭
　’v「一－㍗ぐ
＾　　ぷご
膓“’
t⑱　　，
烏然観アンケート｛20D6篭山ξ風土的酒壌矯理の6憤…惚と日孝的鳶然憩の逡諺，災
　　　　　　風土の‡糞造（3）
風土の各焦点は風土の全体を映す
繊土の金依的性襟
各焦点の総鯨が醸アニと芝鱗
漂題気）
だが、蕊土の全要素’焦点の
記逐は渡藁
凛土の焦点そXLそ行の角度
から鳳こヒ全え忍を反3矢
→→代表誌焦点力・ら逗土
　・（））全体1の特徴づけ
　蘭わりの3次元と
　．瓢土全体蒋葱の3次兀
　　　　風土
　共’s
蘭、漬点’・，　・無夕
　　　　　　　　　嘱編・，N　　　　　　　いド題　ビ鰻パ「「／熊点　』≧ぽ・’　i，瀕ヅ
　　　＼　ノ
　　（生活的自然｝
14
人間とn然の共生と持続可能な可能性を求めて～「風十一のしらべから～
謙
川崎江川地図
。?、，、???、
，?
15
